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新局面の「コンビニ金融」特集

1990年代後半に設置が始まったコンビニＡＴＭは、
20年の時を経て曲がり角に到達しつつある。コンビ
ニＡＴＭの機能を強化し、新サービス提供の足掛か
りにしようとする動きもある。いまこの分野で何が
起きているのか。今後コンビニ界で起きる金融サー
ビスの変化を展望する。

キャッシュレス社会のあるべき姿を
体現するコンビニの金融サービス

　

現
在
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
コ
ン

ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
そ
の
も
の
の
多
機
能
化

に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
自
身
が
新
し
い

金
融
サ
ー
ビ
ス
分
野
へ
と
参
入
す
る

動
き
だ
。

　

セ
ブ
ン
銀
行
は
中
核
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
事

業
を
柱
に
、
こ
の
10
年
ほ
ど
事
業
の

多
角
化
を
進
め
て
お
り
、
事
務
業
務

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
受
託
（
子
会

社
の
Ｂ
Ｂ
Ｆ
＝
バ
ン
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
展
開
）
や
海
外
送

金
業
務
な
ど
も
展
開
し
て
い
る
。
最

近
は
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

対
策
の
不
正
口
座
検
知
サ
ー
ビ
ス
も

地
銀
向
け
に
提
供
し
て
い
る
。
ほ
か

に
も
セ
ブ
ン
銀
行
は
こ
こ
数
年
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
の
海
外
発
行
カ
ー
ド
の
取
扱

い
を
強
化
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
キ

ャ
ッ
シ
ン
グ
需
要
の
取
込
み
に
力
を

入
れ
た
り
、
あ
る
い
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の

電
子
マ
ネ
ー
の
チ
ャ
ー
ジ
を
可
能
に

し
た
り
す
る
な
ど
、
新
規
需
要
の
取

込
み
・
多
機
能
化
を
急
い
で
い
る
。

　

な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ネ

ッ
ト
銀
行
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
ォ
レ

ッ
ト
ア
プ
リ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ペ
イ
経
由
で
送
金
や
決
済
が
簡

単
に
行
え
る
新
興
系
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
点
だ
。
セ
ブ
ン
銀
行
に
よ
れ
ば
、

「
新
興
系
ネ
ッ
ト
事
業
者
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

と
い
う
リ
ア
ル
な
場
所
が
あ
る
と
、

利
用
者
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
効
果

が
あ
る
」（
企
画
部
・
吉
川
岳
伸

氏
）
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
新
興
系
の
ネ
ッ
ト
事
業

者
は
今
後
、
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

は
多
様
な
顧
客
と
の
「
接
点
」
と
し

て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
。
セ
ブ
ン
銀
行
は
現
在
の
中
期
経

営
計
画
（
17
〜
19
年
度
）
で
「
本
業

を
伸
ば
し
つ
つ
事
業
の
多
角
化
を
実

現
」
と
打
ち
出
し
て
お
り
、
現
金
の

入
出
金
に
直
接
関
係
が
な
い
サ
ー
ビ

ス
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
方
針

を
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
展
開
と
し
て
今
後
注
目
さ
れ

る
の
が
、
19
年
に
も
投
入
さ
れ
る

現
金
の
入
出
金
に
と
ど
ま
ら
な
い

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
続
々
と
登
場
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コンビニ銀行と

コンビニＡＴＭが目指す世界



特集

新
局
面
の「
コ
ン
ビ
ニ
金
融
」

銀
行
と
し
て「
金
融
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」を

開
拓
す
る
先
駆
け
に
な
る

─
─
10
月
15
日
に
ロ
ー
ソ
ン
銀
行
が

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
運

営
会
社
だ
っ
た
ロ
ー
ソ
ン
・
エ
イ
テ

ィ
エ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
︵
Ｌ
Ａ

Ｎ
ｓ
︶
か
ら
銀
行
に
業
転
換
し
た
の

は
な
ぜ
か

　

既
存
の
金
融
領
域
は
過
当
競
争
に

あ
る
一
方
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
の

新
し
い
金
融
領
域
は
市
場
が
拡
大
し

て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
新
領
域
を
銀

行
と
し
て
担
う
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
ま
だ

不
足
し
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
が
こ
う
し
た
新
領
域
で
金
融
ビ

ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
る
が
、
銀
行

免
許
は
持
っ
て
い
な
い
。
当
社
が
こ

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
し
た
い
と

考
え
た
。

　

ま
た
、
従
来
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
運
営
会
社

の
形
態
で
は
銀
行
と
の
協
業
が
難
し

店
舗
外
を
中
心
に

積
極
的
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
出
店

ロ
ー
ソ
ン
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
現
在
、
台
数
・
利
用
件
数
と
も
に
セ
ブ

ン
銀
行
の
約
半
分
の
水
準
だ
。
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
る
が
、今

後
、
店
舗
外
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
拡
大
や
広
告
・
宣
伝
を
強
化
す
る
こ
と
で
利

用
を
促
し
、
少
し
で
も
差
を
縮
め
た
い
。
地
域
金
融
機
関
と
の
連
携
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ
の
対
応
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

地銀ＡＴＭの代替や
共同ＡＴＭ出店も積極的に提案

ロ
ー
ソ
ン
銀
行　

社
長　

山
下 

雅
史
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２
０
１
８
事
務
年
度
の
金
融
行
政
の

実
践
と
方
針
の
要
点
解
説

金
融
育
成
庁
と
し
て
、金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

金
融
庁
　
総
合
政
策
局
　

総
合
政
策
課
長
　
田
原 

泰
雅

金
融
レ
ポ
ー
ト
と

金
融
行
政
方
針
の
一
体
化

　

金
融
庁
は
、
本
事
務
年
度
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
業
務
運
営

を
さ
ら
に
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
金

融
レ
ポ
ー
ト
と
金
融
行
政
方
針
を
一

体
化
し
た
、「
変
革
期
に
お
け
る
金

融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
む
け
て
〜
金

融
行
政
の
こ
れ
ま
で
の
実
践
と
今
後

の
方
針
（
平
成
30
事
務
年
度
）〜
」

（
実
践
と
方
針
）
を
公
表
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
、
低
金

利
環
境
の
長
期
化
等
に
よ
り
、
金
融

を
巡
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き

て
い
る
。
こ
う
し
た
変
革
期
に
お
い

て
、
金
融
行
政
の
目
的
で
あ
る
「
企

業
・
経
済
の
持
続
的
成
長
と
安
定
的

な
資
産
形
成
等
に
よ
る
国
民
の
厚
生

の
増
大
」
を
達
成
し
て
い
く
に
は
、

金
融
庁
が
、
次
の
取
組
み
な
ど
を
通

じ
て
「
金
融
育
成
庁
」
と
し
て
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
促
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
紙
幅
の

関
係
上
、
本
稿
で
紹
介
す
る
取
組
み

は
、
実
践
と
方
針
の
内
容
の
一
部
で

あ
る
点
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

戦
略

　

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

に
よ
り
、
新
し
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
金

融
分
野
に
進
出
す
る
と
と
も
に
、
革

新
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
、
利
用

者
利
便
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
情
報
が
金
融
・
非
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
問
わ
ず
活
用
さ
れ
、

利
用
者
目
線
で
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

高
度
化
が
可
能
と
な
る
な
か
、
既
存

の
金
融
機
関
に
は
、
よ
り
利
用
者
ニ

ー
ズ
に
即
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
な
ど
金
融
を
と
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
金

融
庁
は
、①
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
的
な
進
展
へ
の
対
応
、②
家
計
の
安
定
的
な
資
産
形
成
の
推
進
、③

活
力
あ
る
資
本
市
場
の
実
現
と
市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
、
④
金
融
仲
介
機
能
の
十
分
な
発
揮
と
金
融
シ

ス
テ
ム
の
安
定
の
確
保
、
⑤
顧
客
の
信
頼
感
・
安
心
感
の
確
保
、
⑥
世
界
共
通
の
課
題
の
解
決
へ
の
貢
献
お
よ
び

当
局
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
協
力
の
強
化
、
⑦
金
融
当
局
・
金
融
行
政
運
営
の
改
革
を
通
じ
て
「
金
融
育
成
庁
」

と
し
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
促
し
て
い
く
。
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